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備
前
島
久
仁
子

平屋建てとなった第４保育所

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

質

問

３
常
任
委
員
会
か
ら
の
調
査

報
告
や
提
言
は
、
ど
の
よ
う

に
協
議
さ
れ
生
か
さ
れ
て
き
た
の
か
。

答

弁

町
長

　年
間
を
通
し
て
、
常

任
委
員
会
や
一
般
質
問
、
予

算
・
決
算
審
議
も
含
め
る
と
、
相
当

な
数
の
提
言
や
要
望
が
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
全
て
実
行
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
が
、
執
行
側
が
第
四
保
育

所
を
２
階
建
て
で
計
画
し
た
と
こ
ろ
、

議
会
は
平
屋
建
て
が
望
ま
し
い
と
い

う
こ
と
で
、
最
終
的
に
は
平
屋
建
て

に
し
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

委
員
会
や
議
会
の
提
言
を
真

に
受

け
と
め
、
各
課
と
相
談
し
実
施
で
き

る
も
の
は
し
て
い
き
た
い
。

質

問

日
本
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

健
康
寿
命
を
い
か
に
伸
ば
す

か
は
、大
き
な
課
題
だ
。
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
時
に
は
口
腔

講
習
な
ど
を
プ
ラ
ス
し
、
参
加
者
が

飽
き
の
こ
な
い
よ
う
な
指
導
を
町
が

 

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答

弁

町
長

　筋
ト
レ
に
は
現
在
、

約
７
０
０
人
が
参
加
し
、
介

護
予
防
や
認
知
症
予
防
に
役
立
っ
て

い
る
。
今
後
は
「
ふ
れ
あ
い
隊
養
成

講
座
」
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
、

地
域
の
筋
ト
レ
や
、
ふ
れ
あ
い
の
居

場
所
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人
材

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

質

問

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
や
情
報
交
換
に

つ
い
て
は
。

答

弁

町
長

　そ
れ
も
一
緒
に
考
え

て
い
く
。

質

問

東
部
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
人
で

大
変
人
気
が
あ
る
が
、
路
上
駐
車
や

騒
音
、
ご
み
の
置
き
去
り
で
、
住
民

か
ら
の
苦
情
が
多
い
。
管
理
は
ど
う

行
っ
て
い
る
の
か
。

答

弁

町
長

　平
成
18
年
度
か
ら
指

定
管
理
者
に
よ
る
管
理
を

行
っ
て
い
る
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
の

利
用
者
は
増
え
る
一
方
で
、
大
型
連

休
は
大
混
雑
と
な
り
、
騒
音
や
ご
み

の
問
題
が
起
き
て
い
る
。
今
年
度
か

ら
は
、
土
・
日
・
祝
祭
日
に
は
指
導

員
が
常
駐
し
て
対
応
し
て
い
る
が
、

想
定
以
上
の
利
用
者
が
い
る
た
め
、

警
察
が
出
動
し
、
車
を
移
動
さ
せ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
今
後
連
休
に
は
予

約
制
を
取
り
入
れ
、
利
用
者
の
入
場

制
限
を
行
う
な
ど
、
し
っ
か
り
と
管

理
を
し
て
い
き
た
い
。

　な
お
、
町
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
行
っ

て
い
き
た
い
。

 町長

相当な数があるが、担当課と相談し、
実施できるものはしっかりと対応していく

常任委員会からの提言や要望は、
どのように町政に反映されているのか
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石
内
國
雄

開発が進む伊勢崎市の
東毛広域幹線道路沿線

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

質

問

玉
村
町
の
未
来
に
は
、
公
共

交
通
の
充
実
が
必
要
と
考
え

る
。
町
の
公
共
交
通
の
今
後
の
計
画

を
問
う
。

答

弁

町
長

　公
共
交
通
は
、
ま
ち

づ
く
り
と
の
一
体
性
の
確
保

や
、
地
域
全
体
を
見
渡
し
た
総
合
的

な
公
共
交
通
網
を
形
成
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、「
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
」「
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計

画
」
を
平
成
28
年
度
に
作
成
し
た
い
。

ま
た
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
「
た
ま

り
ん
」
の
デ
マ
ン
ド
化
の
検
討
も
行

い
、
交
通
弱
者
対
策
や
公
共
交
通
の

利
便
性
の
向
上
を
図
り
た
い
。

質

問

町
の
最
寄
り
の
駅
は
、
新
町

駅
。
こ
こ
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

充
実
を
図
り
玉
村
町
の
利
便
性
と
価

値
を
高
め
よ
。

答

弁

町
長

　新
町
駅
の
活
用
は
、

玉
村
町
に
と
っ
て
有
用
。
新

町
駅
へ
の
利
便
性
は
十
二
分
に
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

質

問

隣
接
市
で
の
開
発
に
対
し

て
、
町
は
積
極
的
に
取
り
組

み
を
考
え
る
べ
き
だ
。
玉
村
町
の
現

状
と
考
え
を
問
う
。

答

弁

町
長

　常
に
周
辺
市
や
広
域

で
の
動
き
の
情
報
収
集
に
努

め
、
本
町
だ
け
で
完
結
す
る
開
発
事

業
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
周
辺
市

が
計
画
し
て
い
る
事
業
に
、
ど
の
よ

う
な
方
策
が
打
て
る
か
検
討
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
影
響
し
合
っ

て
相
乗
効
果
を
ね
ら
え
る
計
画
の
立

案
を
し
て
い
き
た
い
。

質

問

道
の
駅 

玉
村
宿
の
情
報
発

信
拠
点
の
現
状
と
、
運
営
主

体
等
の
運
営
方
針
を
問
う
。

答

弁

町
長

　情
報
発
信
セ
ン
タ
ー

で
、
チ
ラ
シ
や
情
報
紙
等
を

常
設
し
、
周
辺
地
域
の
各
種
情
報
を

積
極
的
に
発
信
し
て
い
る
。

　施
設
の
所
有
者
は
町
で
あ
り
、
施

設
管
理
等
の
諸
権
限
も
町
と
な
っ
て

い
る
。
運
営
に
関
す
る
諸
権
限
は
、

受
託
者
で
あ
る
玉
村
町
農
業
公
社
よ

り
任
命
さ
れ
た
駅
長
が
持
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
機
能

等
の
充
実
を
図
り
、
多
機
能
型
の
休

憩
施
設
を
目
指
す
こ
と
で
、
平
日
の

固
定
利
用
客
を
獲
得
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

　

 

休
日
は
、
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
や

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
機
能
等
の
充
実

で
、
休
日
ド
ラ
イ
ブ
の
「
お
立
ち
寄

り
所
」
の
確
立
を
図
っ
て
い
く
。

 町長

公共交通の利便性の向上を
図りたい

玉村町は公共交通の
充実が必要！




